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金融業界におけるIOT活用事例整理と

ビジネス創出のためのフレームワークの提案

KDDI株式会社 長本一馬 ka-nagamoto@kddi.com

活用事例の整理及び金融×IOTビジネス推進フロー

まとめ

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

現場での知見及び、IDC Japanの「国内IoT
市場の企業ユーザー動向調査結果」（2015
年8月公表）においても、金融業界における
IOT利用率は1.3%とIOTの検討・導入が進

んでいない現状がある。その背景には業界
の特殊性とIOTビジネスの親和性が低いと
いう固定観念があると考える。

①各業種における目的別の活用事例と
いう形で整理し、それを着想の基点として
活用することで固定観念の払拭を図る
②先行研究より、金融×IOTビジネス推

進のためのフレームワークを調査したとこ
ろ、該当するものがなかったため、独自の
フロー及びフレームワークを作成。

①金融×IOT活用事例の整理 ②金融×IOTビジネス推進フロー

全体フロー

独自フレームワーク 論文調査、社内でのブレインストーミ
ング、実際の事例、業界雑誌から事
例を抽出

 7業種（銀行、信託、証券、生保、損
保、リース、カード）に対し、目的5項
目（可視化、品質向上、生産性向上、
コスト削減、遠隔監視）で整理

各フェーズにおける推奨手
法及びツールの整理

既存のビジネスモデル
キャンバスに金融×IOT
に特化した独自要素を
加えたフレームワークの
作成

過去事例や参考文献の調査では、デバイスとして広く普及しているモバイルに組み込むアプリを基点としてお客様の情報
を収集し、アクションを起こすというインタラクティブな仕組みを構築しているケースが多かった。
金融×IOTについては事業規模の観点から将来的に大きくスケールしていく可能性がある一方で、事例やビジネス構築
の手法、ツールについてはまだまだ一般的ではないことを改めて認識した。
今回作成した事例分析とフレームワークから情報の非対称性の解消のほか、様々な活用余地を見出すことができたので
制作物をもとにお客様と対話を重ね、よりクオリティの高い事例やフレームワークにブラッシュアップしていくことで、金融業
界に対するIOTの推進をしていきたい。
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